
研究報告記事

授業「デザイナーのための文章表現J の教材開発

ーキャッチコピーとビ、ジ、ユアルの融合一

柴田奈美

l. はじめに

デザイン学部の 3 年次の学部共通科目 「デザイナーの

ための文章表現」は、 平成 20 年度より立ち上げた授業

である（演習、 l 単位、選択）。文章表現に対する苦手

意識を持つ学生に、 いかに楽しく文章作成の技術を能動

的に高めさせるか、という課題を設定して教材開発に取

りキ且んでいる。

2 捜業の目標

l. 説得力や表現力を高めるために必要な、レ トリァク

に関する知識を理解する。

2. さまざまな演習を通して、豊かな語葉力 言語表現

力を身につける。

3. 言語文化に対する関心を深め、デザイナーとしての

文章表現能力の向上を図る。

3. 授業内容

授業の到達目標は上記の 3 点であるが、 3 年生前期の

授業ということで、就職活動につながるように配慮した。

具体的には、 l 同日から 6 同固までは「『向分』という

商品を売り込む」という課題で、エントリーシートを作

成主せた。 7 回目から 12 回目まではキャッチコピー作

りをメ イン に、チラシを作成させた。 1 3 回目から 15 回

目は企画書の作成とまとめである。授業時間の三分のー

を解説と優秀作品の紹介、残りを作成時間にあてて、授

業時間内に課題が終えられるように配慮、した。

本研究ではチラシづくりについて報告したい。

平成 22 年度と 23 年度は、社交ダンススクールの入会

勧誘のチラシ作りを課題とした。

まず、優れたキャッチコピーを例に挙げて、そのどこ

が優れているのかを分析し、短い表現にさまざまな工夫

のなされていることを解説。それを踏まえて、キャッチ

コピーの「公式」を紹介して、洗剤の販売促進用のキャッ

チコピーを作らせた。 その中から優秀作品を選び、分析－

解説をした。

以前、野菜ジュース販売促進のチラシ作りを 2 年間続

けて行ったが、企業からの依頼で作成するわけではない

ため、 色の使い方など取り組み方に安易なものを感じさ

せる学生が目立ったのが気になった。 そこで、 3 年自の

平成 22 年度と 4 年目の 23 年度は、実在する社交ダンス

スクール「ヒトミダンススクールJ （注 I ） の入会勧誘

もH I BATA Nami 造形デザイ／学科

のチラシを作らせることにし、優秀作品を主宰に選んで、

いただくこととし f:.o また、 従来は自分の表現欲求のみ

によって作品を作成させていたが、 今回はクライアント

の依頼に応じた作品市IJ作という条件をつけ、 就業のため

のモチベーションとなるようにも配慮した。

依頼者からの条件とし、 授業者から次のような点を示

した。

① 品位の感じられるのもの

② 多くの似た広告の中で目立つもの

① 「ヒトミダンススクールj の文7’は必ず入れること 。

④ ホームページ閲覧に誘導するもの

さらに、授業の課題としての条件として、

① キャッチコピーを工夫すること

（インパクトのある言葉を捜すこと ）

① 社交ダンスのことをよく調査してから作成すること

③ ターゲットを絞ること

④ 写真など映像を用いる場合は、 著作権フリーのも

のを使うこと 。

完成した作品は教室内に全て並べ、相互に鑑賞しつつ

採点させた。

4. 結果

実在する社交ダンススクールからの依頼で、優秀作品

が大学外の方から選ばれるということで、学生たちは意

欲lこ燃えた。

平成 22 年度は上質紙を全員に配布し、印刷用のイン

クも用意したため、ほとんどの学生は十分に繰って、手

を抜かない作品に仕上げることができた。

平成 23 年度は、カラー印刷は時間と費用がかかるた

めに、白黒印刷にも耐えられるデザインにすることとし

た。 また、そうすることにより、優秀作品は競技会のパ

ンフレットの広告に使用される可能性のあることも動機

付けとした。 さらに、余力のある学生はカラー作品にも

挑戦するように指示を出した。

次に 、 ダンススクールの主宰の方にも選ばれ、授業履

修者の指示も多かった作品のうち、カラー作品の一部を

挙げる（注 2）。

① 拝田真由；作品 （平成 22 年度）（図 ！ ）

キャァチコピーは「帰りみち、自然とステップを踏ん

でしまった。 ／そんな自分が案外好きだったり笑」である 。
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ダンスを始めたばかりの人の独り言を使ったような印象

を受ける 。 手描きのマンガ的な絵にも温かさが感じられ

る。男女の足だけしか描かれていないので、どのような

人物なのか、いろいろ想像できる楽しみも与えられてい

る 。 左端に 「ヒ トミダンススク ール」の名称、とホームペー

ジのアドレスのみが描かれ、シンプルな画面である。

② 野々上友弘作品（平成 22 年度）（図 2)

キャッチコピーは「ヒトミデハジマル」である。 若い

男女がダンスをしつつ見詰め合っているイラストで、「ヒ

トミ」は「ヒトミダンススクール」の「ヒトミ j と、男

女のi盛とを掛けたもので、気の干lj いた印象深いものであ

る 。 他の社交ダンススクールの勧誘には用いられない、

ヒトミダンススクールj 固有のチラシとなっている点

が特色である。

ブルーとピンクを基調としたシンプルな色使いの中で、

中央の黄色の丸が、アクセントになっている。ラテンダ

ンスではアイコンタクトが重要で、あるが、その理にもか

なったビジュアル表現である。 左下に「ヒトミダンスス

クール」をロゴ的に使用。 左端に「ヒトミダンススクー

ルで検索」とのみあり、文字情報の少ないシンプルな画

面である。

③ 酒井夏実作品（平成 23 年度）（図 3)

キャァチコピ は「ヒトミで変わる、ダンスで変わる、

ワタシが変わる。」である。 7 ・ 7 ・ 7 音のリ ズムが心地

よい。 また「で変わる」を 2 回続け、その後「が変わる」

としたことから、繰り返しのリスムが生まれると同時

待ちしていますj と敬体で丁寧に勧誘している。 この文

体の変化が効いているのだ。ビジュアルは、ダンスシュー

ズを履いた女性の脚で、花模様が水色で描かれている。細

いj皮線はドレスを表現しているものであろうか。 右下に

ダンススクールの基本的な情報と、簡略な地図がデザイ

ン的に示されている 。

拝田さんと野々上さんと白髭さんの三作品は手描きの

うまさを十分にアピールしたものであり、この点が大き

く評価されたものだと考えられる。酒井さんの作品は写

真コラージュの美しさと、花を女性の姿態に創り上げる

という発想の意外性が評価されたものと考えられる。

キャッチコピーや文字情報は言葉を精選し、シンプル

なものにした方が、 わかりやすくて印象深いということ

も、最後のまとめで確認できた。

5 結論

実在の依頼者による課題を最終目標にすることが、 学

生のモチベーションをあげることに効果的であることが

実感できた。

また、 異なる学科の学生の作品をお互いに鑑賞し、評

価し合うことによって、創作面での良い刺激となったこ

とも、授業後の学生コメン トによって把握できた。

今後もこの方向で授業開発を行ってゆきたい。

に、少しの変化が生まれて、単調に陥るのを防いでいる 。 注 1 ) 主宰 ：人見淳一氏、（岡山市北区検井上 1 299 -6) 

夕、ンススクール名と、ダンスをすることによって自己 注 2 ) 白黒の作品については、論文として別稿にて詳

変革が期待できることを、この少ない文字表現に盛り込 述したい。

めている点が評価できる。 ビジュアルはさまざまな花の

写真をコラージュして、踊る女性の姿態を表現したもの

で、美しい。社交ダンスの中でもラテンダンスをイメー

ジした、華やかで躍動感溢れる作品である 。 下に横書き

で「岡山のダンススクールJ 「hitomi dance schoo!J と住

所とホームページのアトレスを記すのみで、え；字情報の

少ないシンプルな画面である 。

④ 白髭基作品（平成 23 年度）（同 4)

キャァチコピーは「人生にパッと花を咲かせるなら、

／案うトダンスかもしれない。 ／ ヒトミダンススクールで

は、／あなたをお待ちしています」である。「人生にパ γ

と花を咲かせたい」と誰しも心の中て、願っているものだ。

その気持ちをつぶやき口調でうまく 言い当てていて、読

む人の心を掴む。最初の一文は常体で、次の一文は「お

寸受業 「テ’ザイナーのための文怒表現」の教材開発 ーキャッチコピーとビジュアルの融合 柴旧奈美
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ヒトミで変わる、

ダンスで変わる、

ワタシが変わる。
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図4

吋至業「デザイナーのための文章表現j の教材開発 キャ yチコピーとピンユアルの融合一 柴田奈美
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